
　
昭
和
38
年
に
創
設
以
来
、
確
か
な
基
礎
学
力
、

豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
を
三
位
一
体
と
す
る

５
年
間
の
一
貫
し
た
教
育
を
行
い
、
実
践
的
で

創
造
的
な
技
術
者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

■
産
学
官
連
携
に
よ
る
開
発
支
援

　
金
属
の
あ
ら
ゆ
る
加
工
法
に
対
応
で
き
る
実

習
工
場
や
材
料
の
分
析
が
で
き
る
電
子
顕
微
鏡
、

３
次
元
ス
キ
ャ
ナ
ー
、
３
次
元
プ
リ
ン
タ
ー
な

ど
を
所
有
す
る
津
山
高
専
は
、
新
商
品
の
開
発

や
新
技
術
の
導
入
な
ど
に
よ
る
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
企
業
か
ら
の
、

分
析
や
強
度
実
験
な
ど
多
く
の
依
頼
に
対
応
し
、

市
の
支
援
施
策
な
ど
も
活
用
し
て
、
産
学
官
共

同
で
研
究
や
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
市
が
推
進
す
る
津
山
ス
テ
ン
レ

ス
・
メ
タ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー（
企
業
連
携
）に
も
参

加
し
、
津
山
高
専
の
技
術
力
を
発
揮
し
て
、
津

山
が
金
属
産
業
の
集
積
地
域
へ
成
長
す
る
た
め

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
　
ま
た
、
津
山
地

域
の
産
業
の
振
興

と
津
山
高
専
の
教

育
や
研
究
の
推
進

を
目
指
し
て
発
足

し
た
異
業
種
交
流

グ
ル
ー
プ
「
津
山

高
専
技
術
交
流
プ

ラ
ザ
」
は
、
今
年

で
20
周
年
を
迎
え

ま
す
。
現
在
76
企

業
が
参
加
し
、
産
学
交
流
会
や
高
専
公
開（
出

前
）講
座
な
ど
、
実
践
的
な
知
識
を
養
う
機
会

と
し
て
成
果
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
能
力
が
高
い
技
術
者
を
輩
出
し
、

地
域
の
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

■
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
者
の
養
成

　
「
知
の
拠
点
」「
雇
用
の
創
出
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
と
技
術
者
の
養

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
研
究

の
一
環
と
し
て
全
国
高
等
専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
へ
出
場
し
、
そ
こ
で
得
た
知
識
や

経
験
、
も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
次
の
時

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る
た
め
の
高
専

ロ
ボ
コ
ン
体
験
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
て
、
福
祉
介
護
用

ロ
ボ
ッ
ト
や
中
山
間
地
域
で
活
躍
で
き
る
農
林

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
ロ
ボ

ッ
ト
を
企
業
と
共
同
開
発
し
て
、
津
山
地
域
の

産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
の
要
請
・
期
待
に
対
す
る
戦
略

　
産
業
構
造
の
変
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

り
科
学
技
術
の
領
域
が
複
雑
・
多
様
化
す
る

中
、
こ
れ
ま
で
の
機
械
工
学
や
電
子
工
学
な

ど
の
個
別
の
専
門
分
野
だ
け
で
な
く
、
複
数

の
専
門
分
野
が
融
合
し
た
新
た
な
分
野
に
対

応
で
き
る
人
材
の
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
要
請
や
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
既
存
の

専
門
分
野
で
あ
る
機
械
工
学
・
電
気
電
子
工

学
・
情
報
工
学
に
基
礎
科
学
分
野
（
先
進
科

学
系
）
を
追
加
し
、
総
合
理
工
学
科
の
１
学

科
に
統
合
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
基
礎
科
学

と
し
て
の
理
学
と
実
践
の
た
め
の
工
学
の
総

合
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
た
な
学
科
編
成
で
、
入
学
者
が
学
び
た

い
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
要
望
に
応
え
、
地
域

か
ら
世
界
ま
で
、
卒
業
生
の
活
躍
の
場
を
大

き
く
広
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
同

時
に
、
産
学
官
連
携
や
国
際
交
流
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
産
業
振
興
や
雇
用
創
出

に
も
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
津
山
高
専
は
、
地
域
と
と
も
に
持
続
的
に

発
展
す
る
教
育
研
究
機
関
を
目
指
し
ま
す
。

　
生
活
を
支
え
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
現

場
で
の
体
験
学
習
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
地

域
を
学
び
の
場
と
し
た
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

■
食
育
弁
当
の
共
同
開
発 

 

（
食
物
学
科
）

　

食
育
事
業
の
一
環
と
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
「
食
育
弁
当
」
を
地
元
食
品
業

者
と
共
同
開
発
し
て
い
ま
す
。
管
理
栄
養
士

を
目
指
す
学
生
が
、
季
節
や
行
事
に
合
わ
せ

て
地
元
産
の
米
や
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
考
え
、
「
全
国
お
弁
当･

お
惣
菜
大

賞
」
で
、
昨
年
か
ら
２
年
連
続
し
て
最
優
秀

賞
な
ど
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実
践　
三
世
代
交
流

　
拠
点「
じ
・
ば
・
子
の
お
う
ち
」 

（
社
会
福
祉
学
科
）

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
（
じ
い

ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
）
と
子
ど
も
た
ち
が

交
流
を
図
る
機
会
が
少
な
い
な
ど
の
課
題
を

抱
え
る
城
東
地
区
で
、

地
域
の
人
た
ち
と
学

生
が
一
緒
に
空
き
家

を
改
装
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
の
人
た
ち

が
地
域
で
ふ
れ
あ
え

る
場
を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
ま
回

し
や
竹
馬
な
ど
の
昔

遊
び
や
自
分
た
ち
が

住
ん
で
い
る
地
域
の

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
世
代
交
流
を
深
め
、
地
域

の
活
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
学
生
が
地
域
に
出

て
課
題
に
関
わ
り
、
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
実
践
的
な
知
識
と
経
験
を
得

る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
小
学
校
教
育
支
援
活
動 

（
児
童
学
科
）

　
市
の
放
課
後
学
習
支
援
と
連
携
し
、
市
内
の

小
学
校
で
学
生
が

先
生
と
な
り
算
数

教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
教
員
を
目
指
す

学
生
た
ち
の
実
践

力
を
養
う
場
に
な

る
と
同
時
に
、
小

学
校
と
大
学
が
協

働
で
児
童
の
学
力

の
向
上
を
図
る
場

に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

津山工業高等専門学校
校長　則次俊郎さん
津山工業高等専門学校
校長　則次俊郎さん

「
地
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し
た
教
育
で

地
域
の
専
門
職
を
育
成

　
食
・
子
ど
も
・
福
祉
の
分
野
だ
け
で
な
く

陸
上
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

な
ど
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
力
を
注
ぎ
、
文
武
両

道
で
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
積

極
的
に
地
域
に
出
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
学
生
は
、
現
場
の
課
題
を
肌
で
感
じ
、

そ
れ
を
解
決
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生

え
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
高
い
意
識
を
持
っ

て
授
業
に
臨
み
、
課
題
を
解
決
す
る
方
法
を

学
習
し
て
地
域
の
人
々
に
貢
献
で
き
る
人
材

へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
現
場
で
の
体
験
学
習
を
経
験

し
、
そ
れ
を
学
習
に
生
か
す
と
い
う
循
環
が

美
作
大
学
の
教
育
の
特
徴
で
あ
り
、
管
理
栄

養
士
や
社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
に
お
け
る

高
い
合
格
率
や
小
学
校
教
員
採
用
試
験
な
ど

で
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

今
後
も
教
育
力
の
一
層
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

電子顕微鏡室での
研究
電子顕微鏡室での
研究

電気電子工学科４年
大塚友美子さん

学生の声

素麺流しによる地域交流素麺流しによる地域交流

全国高等専門学校ロボットコン
テスト中国大会（10月11日開
催）に出場するメンバー

全国高等専門学校ロボットコン
テスト中国大会（10月11日開
催）に出場するメンバー

食
と
子
ど
も
と
福
祉
の
専
門
家
を
育
て
る

学
大
作
美

学
大
作
美

早
期
一
貫
で
技
術
者
の
育
成
を
行
う

専
高
山
津

専
高
山
津

　次の時代を担う若者が地域を  　元気に！
　次の時代を担う若者が地域を  　元気に！
〜地域と大学・高専が創る活力ある津山〜　　　　〜地域と大学・高専が創る活力ある津山〜　　　　

特集
　各地域や地方が、それぞれの特長を生かした魅力あるまちづ
くりに取り組む中で、多様な技術や知識を持つ大学などと関わ
りを強めていくことが必要とされています。
　市は、学校法人美作学園 美作大学・美作大学短期大学部（以
下、美作大学）と独立行政法人 国立高等専門学校機構 津山工
業高等専門学校（以下、津山高専）と包括連携協定を締結して
今年で７年目を迎え、さらなる「地域力・市民力の向上」や「産
業の振興と雇用の拡大」を目指しています。　
　連携する各校の取り組みを紹介します。

問秘書広報室☎32-2029

児童学科４年
貞廣加奈子さん

 

児
童
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
に

　

  

寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ
を

　
　
　

学
び
ま
し
た

一人ひとり目標を持って日々の練習
に励む陸上部
一人ひとり目標を持って日々の練習
に励む陸上部

学生の声 　
　
　
高
専
は
就
職
率
が
高
く
、

　
　
海
外
研
修
も
あ
っ
て
、高
度
な
技
術
を

　
習
得
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
ね

高倉小学校での算数教室高倉小学校での算数教室

美作大学 学長
船盛茂さん
美作大学 学長
船盛茂さん
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